
第
十
五
条

第
五
十
八
条
第
一
項
（
同
条
第
二
項
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定
に
基
づ

き
規
約
で
定
め
る
額
を
掛
金
の
額
に
追
加
し
て
拠

出
す
る
こ
と
と
な
る
事
業
年
度
の
初
日
が
令
和
三

年
四
月
一
日
か
ら
令
和
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

の
間
に
到
来
す
る
場
合
で
あ
っ
て
、
実
施
事
業
所

の
経
営
の
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
事
業
主

が
掛
金
を
拠
出
す
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
と
見
込

ま
れ
る
と
き
に
は
、
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
の
規
定
に
基
づ
き
拠
出
す

る
掛
金
の
額
は
、
当
該
規
約
で
定
め
る
額
以
下
の

範
囲
内
に
お
い
て
規
約
で
定
め
る
額
と
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
十
五
条

第
五
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
算
定
し

た
額
が
翌
事
業
年
度
に
お
け
る
掛
金
の
額
を
上
回

る
場
合
で
あ
っ
て
、
か
つ
、
実
施
事
業
所
の
経
営

の
状
況
が
悪
化
し
た
こ
と
に
よ
り
事
業
主
が
掛
金

を
拠
出
す
る
こ
と
に
支
障
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
る

場
合
に
は
、
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か

わ
ら
ず
、
平
成
二
十
四
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二

十
五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
同
項
の
規
定

に
基
づ
き
拠
出
す
る
掛
金
の
額
は
、
当
該
上
回
る

額
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
規
約
で
定
め
る
額
と

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業

主
等
は
、
規
約
に
お
い
て
、
当
該
規
定
の
適
用
を

受
け
る
旨
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

（
過
去
勤
務
債
務
の
額
の
特
例
）

（
過
去
勤
務
債
務
の
額
の
特
例
）

第
十
六
条

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
令
和
四

年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
日
を
計
算
基
準
日

と
し
て
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
掛
金
の

額
の
再
計
算
を
す
る
場
合
に
は
、
第
四
十
六
条
第

一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に
規
定
す
る

過
去
勤
務
債
務
の
額
か
ら
、
第
五
十
六
条
各
号
の

い
ず
れ
か
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
控
除
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
十
六
条

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
平

成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
の
日
を
計

算
基
準
日
と
し
て
法
第
六
十
二
条
の
規
定
に
基
づ

き
掛
金
の
額
の
再
計
算
を
す
る
場
合
に
は
、
第
四

十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
項
に

規
定
す
る
過
去
勤
務
債
務
の
額
か
ら
、
第
五
十
六

条
各
号
の
い
ず
れ
か
の
額
の
全
部
又
は
一
部
を
控

除
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
よ
う
と
す
る
事
業

主
等
は
、
規
約
に
お
い
て
、
当
該
規
定
の
適
用
を

受
け
る
旨
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
新
設
）

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

生
活
保
護
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

生
活
保
護
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
厚
生
省
令
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

（
遺
留
金
品
の
処
分
）

（
遺
留
金
品
の
処
分
）

第
二
十
二
条

保
護
の
実
施
機
関
が
法
第
七
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
遺
留
の
物
品
を
売
却
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十

第
二
十
二
条

保
護
の
実
施
機
関
が
法
第
七
十
六
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
遺
留
の
物
品
を
売
却
す

る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
を
競
争
入
札
に
附
さ

２

保
護
の
実
施
機
関
が
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
措
置
を
と
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
遺
留
の
金

品
を
保
護
費
に
充
当
し
て
、
な
お
残
余
を
生
じ
た

と
き
は
、
保
護
の
実
施
機
関
は
、こ
れ
を
保
管
し
、

速
や
か
に
、
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
を
家
庭
裁

判
所
に
請
求
し
、
選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
管
理
人

に
こ
れ
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
こ
れ
に
よ
り
が
た
い
と
き
は
、
民
法
第
四
百

九
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
当
該
残
余
の
遺
留
の

金
品
を
供
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

保
護
の
実
施
機
関
が
法
第
七
十
六
条
の
規
定
に

よ
る
措
置
を
と
つ
た
場
合
に
お
い
て
、
遺
留
の
金

品
を
保
護
費
に
充
当
し
て
、
な
お
残
余
を
生
じ
た

と
き
は
、
保
護
の
実
施
機
関
は
、こ
れ
を
保
管
し
、

す
み
や
か
に
、
相
続
財
産
管
理
人
の
選
任
を
家
庭

裁
判
所
に
請
求
し
、
選
任
さ
れ
た
相
続
財
産
管
理

人
に
こ
れ
を
引
き
渡
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

（
略
）

３

（
略
）

二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
四
条
第
一

項
に
規
定
す
る
一
般
競
争
入
札
、指
名
競
争
入
札
、

随
意
契
約
又
は
せ
り
売
り
の
方
法
に
よ
り
契
約
を

締
結
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
有
価
証
券
及
び
見

積
価
格
千
円
未
満
の
物
品
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。
競
争
入
札
に
附
し
て
も
落
札
者
が
な

か
つ
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

（
大
都
市
の
特
例
）

（
大
都
市
の
特
例
）

第
二
十
四
条

生
活
保
護
法
施
行
令
第
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二

条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都

市
」
と
い
う
。）が
生
活
保
護
に
関
す
る
事
務
を
処

理
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
六
条
中
「
都
道
府

県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」と
、

第
七
条
中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市

以
外
の
市
町
村
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る

の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
十
条
（
第
二

項
及
び
第
四
項
に
限
る
。）、
第
十
条
の
六
（
第
二

項
に
限
る
。）か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
十
四
条

（
第
三
項
に
限
る
。）か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定

中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市

の
市
長
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
二
十
四
条

生
活
保
護
法
施
行
令
第
十
二
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二

年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九

第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い

う
。）が
生
活
保
護
に
関
す
る
事
務
を
処
理
す
る
場

合
に
お
い
て
は
、
第
六
条
中
「
都
道
府
県
知
事
」

と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
七
条

中
「
市
町
村
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
以
外
の

市
町
村
」
と
、「
都
道
府
県
知
事
」と
あ
る
の
は「
指

定
都
市
の
市
長
」
と
、
第
十
条
（
第
二
項
及
び
第

四
項
に
限
る
。）、第
十
条
の
六（
第
二
項
に
限
る
。）

か
ら
第
十
二
条
ま
で
及
び
第
十
四
条
（
第
三
項
に

限
る
。）か
ら
第
十
八
条
ま
で
の
規
定
中
「
都
道
府

県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
指
定
都
市
の
市
長
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

令和年月日 水曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
九
十
八
号

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
第
八
十
四
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
生
活
保
護
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
二
年
十
二
月
九
日

厚
生
労
働
大
臣

田
村

憲
久


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